
1. Proposal Statement

フライングディスク競技における 
新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン
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更新日 更新ver 該当ページ数 更新項目 内容（更新前） 内容（更新後） 更新要点

2020/7/10 ver.2.0 11 グローブ ・グローブを両手に着用し、練習をおこなうこと
・可能な限り、グローブを両手に着用し、練習を
おこなうこと（推奨）

グローブ着用を推奨とした

2020/7/10 ver.2.0 11 キャッチ＆スロー
・相手もしくは、周囲との距離（2ｍ以上）をと
り、実施すること

・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ
（最低１ｍ））をとり、実施すること

相手もしくは、周囲との距離を緩和

フライングディスク

変更履歴
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変更履歴

更新日 更新ver 該当ページ数 更新項目 内容（更新前） 内容（更新後） 更新要点

2020/7/10 ver.2.0 12 , 13 , 15 ディスク

・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後
に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・ディスクを使用する際には、両手にグローブを着
用すること

・ディスクについては、使用する前・適宜・使用
後に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施
すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実
施し、可能な限り、消毒を実施すること

ディスクの水洗いの項目を追加 

グローブの着用を推奨としたことにより、両手の
水洗い、可能な限り、消毒を実施すると変更

2020/7/10 ver.2.0 12 , 13 グローブ
・グローブ 
・グローブを両手に着用し、練習をおこなうこと

・可能な限り、グローブを両手に着用し、練習を
おこなうこと（推奨） 
・グローブについても、可能な限り、消毒を実施
すること

グローブ着用を推奨とした

2020/7/10 ver.2.0 14
キャッチ＆スロー 

・両手にグローブを着用し、実施すること 
・相手もしくは、他のペアとの距離（2ｍ以上）を
とり、実施すること

・両手にグローブを着用し、実施すること（推
奨） 
・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ
（最低１ｍ））をとり、実施すること

相手もしくは、周囲との距離を緩和

2020/7/10 ver.2.0 14 ストーリング ・なるべく離れて（2ｍ以上）おこなうこと
・なるべく離れて（できるだけ2ｍ（最低１ｍ））
おこなうこと

相手との距離を緩和

2021/1/15 ver.4.0 12 , 13 ビブス
・ビブスは、なるべく使用しない 
・使用する際には、着回しはおこなわないこと

・ビブスは、原則として使用しない 
・使用する際には、着回しはおこなわないこと

「なるべく」→「原則として」への表記の変更

2021/1/15 ver.4.0 14 ストーリング

・なるべく離れて（できるだけ２ｍ（最低１ｍ））
おこなうこと 
・両手にグローブを着用し、おこなうこと 
・原則として小さな声でカウントし、補助で指でカ
ウントをおこなうこと

・原則として離れて（できるだけ２ｍ（最低１
ｍ））おこなうこと 
・両手にグローブを着用し、おこなうこと 
・原則として小さな声でカウントすること 
※主催大会開催日2週間前からの健康チェック及び
主催大会当日の参加者情報収集が過不足なく提出
されている場合に限り、距離制限を解除

「なるべく」→「原則として」への表記の変更 

ストーリングの距離制限条件付き解除

2021/1/15 ver.4.0 14 ハンドサイン ・なるべくハンドサインを使用すること ・原則としてハンドサインを使用すること 「なるべく」→「原則として」への表記の変更

アルティメット
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変更履歴

更新日 更新ver 該当ページ数 更新項目 内容（更新前） 内容（更新後） 更新要点

2020/7/10 ver.2.0 16 , 17 ディスク

・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後
に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・ディスクを使用する際には、両手にグローブを着
用すること

・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後
に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施するこ
と 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施
し、可能な限り、消毒を実施すること

ディスクの水洗いの項目を追加 

グローブの着用を推奨としたことにより、両手
の水洗い、可能な限り、消毒を実施すると変更

2020/7/10 ver.2.0 16 , 17 グローブ

・両手にグローブを着用し、練習を実施すること
（オフェンス時＆ディフェンス時ともに着用） 
・グローブについても、可能な限り、アルコール消
毒を実施すること

・可能な限り、両手にグローブを着用し、練習を実施
すること（オフェンス時＆ディフェンス時ともに着用
を推奨） 
・グローブについても、可能な限り、消毒を実施する
こと

グローブ着用を推奨とした

2020/7/10 ver.2.0 16
キャッチ＆スロー 

・両手にグローブを着用し、実施すること 
・相手もしくは、他のペアとの距離（2ｍ以上）を
とり、実施すること

・両手にグローブを着用し、実施すること（推奨） 
・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ（最
低１ｍ））をとり、実施すること

相手もしくは、周囲との距離を緩和

2020/7/10 ver.2.0 18 スロー側チーム ・グローブを着用し、実施すること ・グローブを着用し、実施すること（推奨） グローブ着用を推奨とした

2020/7/10 ver.2.0 18 レシーブ側チーム ・グローブを着用し、実施すること ・グローブを着用し、実施すること（推奨） グローブ着用を推奨とした

2021/1/15 ver.4.0 17 ビブス
・ビブスは、なるべく使用しない 
・使用する際には、着回しはおこなわないこと

・ビブスは、原則として使用しない 
・使用する際には、着回しはおこなわないこと

「なるべく」→「原則として」への表記の変更

2021/1/15 ver.4.0 18 論争

・試合中に論争が起こった際には、一定の距離（2
ｍ以上）を保っておこなうこと 
・両チームの代表者は、なるべくマスクを着用し、
話し合いをおこなうこと

・試合中に論争が起こった際には、一定の距離（2ｍ
以上）を保っておこなうこと 
・両チームの代表者は、原則としてマスクを着用し、
話し合いをおこなうこと

「なるべく」→「原則として」への表記の変更

ガッツ
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変更履歴

更新日 更新ver 該当ページ数 更新項目 内容（更新前） 内容（更新後） 更新要点

2020/7/10 ver.2.0 20 ディスク

・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後
に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・ディスクを使用する際には、両手にグローブを着
用すること

・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後
に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施するこ
と 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施
し、可能な限り、消毒を実施すること

ディスクの水洗いの項目を追加 

グローブの着用を推奨としたことにより、両
手の水洗い、可能な限り、消毒を実施すると
変更

2020/7/10 ver.2.0 20 グローブ
・グローブ 
・なるべくグローブを着用すること 

・可能な限り、グローブを両手に着用し、練習をおこ
なうこと（推奨） 
・グローブについても、可能な限り、消毒を実施する
こと

グローブ着用を推奨とした

2020/7/10 ver.2.0 21 キャッチ＆スロー
・両手にグローブを着用し、実施すること 
・相手もしくは、他のペアとの距離（2ｍ以上）を
とり、実施すること

・両手にグローブを着用し、実施すること（推奨） 
・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ（最
低１ｍ））をとり、実施すること

相手もしくは、周囲との距離を緩和

2021/1/15 ver.4.0 20 ビブス
・ビブスは、なるべく使用しない 
・使用する際には、着回しはおこなわないこと

・ビブスは、原則として使用しない 
・使用する際には、着回しはおこなわないこと

「なるべく」→「原則として」への表記の変
更

2021/1/15 ver.4.0 22 アキュラシー
・ディスク回収者は、グローブを着用し、（なるべ
くマスクも着用する）実施すること

・ディスク回収者は、グローブを着用し、（原則とし
てマスクも着用する）実施すること

「なるべく」→「原則として」への表記の変
更

2021/1/15 ver.4.0 22 S.C.F
・ディスク回収者は、グローブを着用し、（なるべ
くマスクも着用する）実施すること

・ディスク回収者は、グローブを着用し、（原則とし
てマスクも着用する）実施すること

「なるべく」→「原則として」への表記の変
更

2021/1/15 ver.4.0 22 ディスタンス
・ディスク回収者は、グローブを着用し、（なるべ
くマスクも着用する）実施すること

・ディスク回収者は、グローブを着用し、（原則とし
てマスクも着用する）実施すること

「なるべく」→「原則として」への表記の変
更

オーバーオール
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はじめに

 令和2年5⽉25⽇に開催された「第36回新型コロナウイルス感染症対策本部」にて、「新型コロナウイルス感染症対策の
基本的対処⽅針」が変更され、全都道府県において緊急事態宣⾔が解除されました。緊急事態宣⾔が解除された後も、
「新しい⽣活様式」に基づく⾏動をとりながら、感染拡⼤防⽌に努めなければなりません。 
 
 この度、当協会では、フライングディスク競技活動を再開するにあたっての感染拡⼤予防に向けた留意点についてまとめ
たガイドラインを策定いたしました。フライングディスクの競技者‧愛好者‧チームの皆様におかれましては、本ガイドラ
インをご確認いただき、感染拡⼤予防策に取り組みながら、活動をおこなっていただきますようご配慮ください。本ガイド
ラインは、現段階で得られている知⾒等に基づき作成しています。今後は、社会情勢や新しく得られる知⾒を踏まえて、随
時変更することがあり得ることに御留意をお願いします。

感染拡⼤防⽌を最優先
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ガイドラインの考え⽅

 本ガイドラインは、各個⼈が基本的な感染予防対策（1.  接触感染の防⽌ / 2.  ⾶沫感染の防⽌ / 3.  記録管理）を基本に策
定しました。本ガイドラインの位置づけとしては、フライングディスク競技活動の再開（愛好者〜競技者）における留意
点や指針、⾏動⽬標となります。環境やルールなどの競技種⽬特性に応じ、場⾯を区分して整理をしています。また、活動
時は、充分な感染予防対策をおこなった上で、所属⼤学‧法⼈、都道府県‧市町村の指⽰を優先して判断してください。 
 
 これからの季節は、熱中症の危険性も⾼まってきます。現状では、外出⾃粛の影響により体⼒が低下していること、暑さ
へ慣れていないことが想定されますので、活動前‧活動中‧活動後には、各⾃もしくはチーム内にて、熱中症対策にも⼗分
配慮した活動をおこなってください。また、活動の強度レベルについても、活動再開後すぐに緊急事態宣⾔発令前のレベル
で活動するのではなく、活動の強度レベルを段階的にあげていくようご対応ください。

1.  接触感染の防⽌：⼿洗い / うがい / ディスク洗い 

2.  ⾶沫感染の防⽌：マスク着⽤ / 発声制限 / 対⼈距離確保（できるだけ2ｍ / 最低1ｍ） 

3.  記録管理：健康チェックと⾏動記録
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参考情報 社会‧経済活動の制限や⾃粛要請に関する「段階的緩和の⽬安」

出典：来年2⽉末までの催物の開催制限、  
イベント等における感染拡⼤防⽌ガイドライン遵守徹底に向けた取組強化等について （内閣官房 2020/11/12） 

https://corona.go.jp/news/pdf/jimurenraku_ .pdf（ 〜 p）

（１）徹底した感染防止等（収容率50％を超える催物を開催するための前提）
① マスク常時着用の

担保
・マスク着用状況を確認し、個別に注意等を行い、マスクの常時着用を求める。
＊マスクを持参していない者がいた場合は主催者側で配布・販売を行い、マスク100％を担保。

② 大声を出さないこと
の担保

・大声を出す者がいた場合、個別に注意等ができるもの。
＊隣席の者との日常会話程度は可（マスクの着用が前提）
＊演者が歌唱等を行う場合、舞台から観客まで一定の距離を確保（最低2m）

（２）基本的な感染防止等
③ ①～②の奨励 ・①～②は、イベントの性質に応じて可能な限り実行（ガイドラインで定める）

＊マスク着用状況が確認でき、着用していない場合は個別に注意等を行うこと
＊大声を出す者がいた場合等、個別に注意等を行うこと（例：スポーツイベント等ではラッパ等の鳴り物を
禁止すること等）

④ 手洗 ・こまめな手洗の奨励

⑤ 消毒 ・主催者側による施設内（出入口、トイレ、ウイルスが付着した可能性のある場所等）の
こまめな消毒、消毒液の設置、手指消毒

⑥ 換気 ・法令等を遵守した空調設備の設置、こまめな換気

⑦ 密集の回避 ・入退場時の密集回避（時間差入退場等）、待合場所等の密集回避
＊必要に応じ、人員の配置、導線の確保等の体制を構築するとともに、入場口・トイレ・売店等の密集が
回避できない場合はそのキャパシティに応じ、収容人数を制限

⑧ 身体的距離の確保 ・大声を伴う可能性のあるイベントでは隣席との身体的距離の確保。具体的には、同一の観客
グループ間（５名以内に限る。）では座席を空けず、グループ間は１席（立席の場合１ｍ）空ける。

・演者が発声する場合には、舞台から観客の間隔を２ｍ確保
・混雑時の身体的距離を確保した誘導、密にならない程度の間隔（最低限人と人とが触れ合わ
ない程度の間隔）

1

【別紙１】イベント開催時の必要な感染防止策①
（２）基本的な感染防止等（続き）
⑨ 飲食の制限 ・飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食の制限

・休憩時間中及びイベント前後の食事等による感染防止の徹底
・過度な飲酒の自粛
・食事は長時間マスクを外すことが想定され、隣席への飛沫感染のリスクを高めるため、収容率が
50％を超える場合、飲食可能エリア以外（例：観客席等）は原則自粛。

（発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保、会話が想定される場合の飲食禁止、十分な換気等、一定
要件を満たす場合に限り、食事可。）

⑩ 参加者の制限 ・入場時の検温、入場を断った際の払い戻し措置
＊ただし、発熱者・有症状者の入場は断る等のルールをイベント開催前に明確に規定し、当該規定を十分周知
している場合は払い戻し不要。

⑪ 参加者の把握 ・可能な限り事前予約制、あるいは入場時に連絡先の把握
・接触確認アプリ（COCOA）や各地域の通知サービスの奨励
＊アプリのQRコードを入口に掲示すること等による具体的な促進措置の導入

⑫ 演者の行動管理 ・有症状者は出演・練習を控える
・演者・選手等と観客が催物前後・休憩時間等に接触しないよう確実な措置を講じるとともに、
接触が防止できないおそれがあるイベントについては開催を見合わせる

・合唱等、声を発出する演者間での感染リスクへの対処
⑬ 催物前後の行動管理 ・イベント前後の感染防止の注意喚起

＊可能な限り、予約システム、デジタル技術等の活用により分散利用を促進

⑭ ガイドライン遵守の
旨の公表

・主催者及び施設管理者が、業種別ガイドラインに従った取組を行う旨、HP等で公表

（３）イベント開催の共通の前提
⑮ 入退場やエリア内の
行動管理

・広域的なこと等により、入退場や区域内の行動管理ができないものは開催を慎重に検討
＊来場者の区画を限定、管理した花火大会などは可。具体的には、①身体的距離の確保、②密集の回避、③飲食制限、
④大声禁止、⑤催物前後の行動管理、⑥連絡先の把握等を担保することが求められる。

⑯ 地域の感染状況に応
じた対応

・大規模イベントは、事前に収容率制限等も含めて都道府県と相談
・地域の感染状況の変化があった場合は柔軟に対応

2※上記のうち、基本的な感染防止等が徹底されていない場合、従来の目安（人数上限5,000人又は収容率要件50％のいずれか小さいほう）を
原則として、各都道府県が個別のイベント開催について適切に判断すること。

イベント開催時の必要な感染防止策②
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参考情報 社会‧経済活動の制限や⾃粛要請に関する「段階的緩和の⽬安」

出典：来年2⽉末までの催物の開催制限、  
イベント等における感染拡⼤防⽌ガイドライン遵守徹底に向けた取組強化等について （内閣官房 2020/11/12） 

https://corona.go.jp/news/pdf/jimurenraku_ .pdf（ p）

野外フェス等における感染防止策

具体的な条件（感染防止策）
① 身体的距離の確保 ・移動時の適切な対人距離の確保（誘導人員の配置等）

・区画あたりの人数制限、ビニールシート等を用いた適切な対人距離の確保
② 密集の回避 ・定点カメラ・デジタル技術等による混雑状況のモニタリング・発信

・誘導人員の配置
・時差・分散措置を講じた入退場

③ 飲食制限 ・飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食の制限
・休憩時間中及びイベント前後の食事等による感染防止の徹底
・過度な飲酒の自粛

④ 大声を出さないこと
の担保

・大声を出す者がいた場合、個別に注意等ができるもの。

⑤ 催物前後の行動管理 ・イベント前後の感染防止の注意喚起
＊可能な限り、予約システム、デジタル技術等の活用により分散利用を促進

⑥ 連絡先の把握 ・可能な限り事前予約制、あるいは入場時に連絡先の把握
・接触確認アプリ（COCOA）や各地域の通知サービスの導入に向けた具体的措置の徹底
※アプリのQRコードを入口に掲示すること等

5

〇 これまで、全国的・広域的なお祭り、野外フェス等を開催する場合については、「十分な人と人との間隔（１ｍ）
を設けるよう促すこととし、当該間隔の維持が困難な場合は、開催について慎重に判断すること」とされていたが、
必要な感染防止策に加え、下記の条件がすべて担保される場合には、入退場や区域内の行動管理が適切にできるもの
について、「十分な人と人との間隔が設ける」ことに該当し、開催可能と明確化。

【別紙４】
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参考情報 社会‧経済活動の制限や⾃粛要請に関する「段階的緩和の⽬安」

出典：来年2⽉末までの催物の開催制限、  
イベント等における感染拡⼤防⽌ガイドライン遵守徹底に向けた取組強化等について （内閣官房 2020/11/12） 

https://corona.go.jp/news/pdf/jimurenraku_ .pdf（ p）

Ⅰ １２月以降のイベント開催制限のあり方について（概要）
〇 感染防止対策と経済社会活動の両立のため、新たな日常の構築を図る。徹底した感染防止対策の下での安全なイベント開催
を日常化していく。

○ イベントの人数上限及び収容率要件については、当面来年２月末まで、原則として現在の取扱いを維持することとする。た
だし、来年２月末までの間であっても、足元の感染状況や大規模イベントの実証結果等を踏まえ、見直すこともあり得ること
とする。

○ その上で、エビデンス等に基づき、収容率要件について、１２月以降、大声での歓声、声援等がないことを前提としうるイ
ベント（クラシック音楽コンサート等）を100％以内、大声での歓声、声援等が想定されるイベント（ロック・ポップコン
サート等）を50％以内とする現行制限を維持した上で、飲食を伴うが発声がないもの（映画館等）は、追加的な感染防止策を
前提に100%以内とする。マスク常時着用、大声禁止等の担保条件が満たされていない催物は、引き続き、50％以内とする。

〇 これまでと同様、地域の感染状況等に応じ、都道府県知事の判断でより厳しい制限を課すことも可能。また、引き続き大規
模なイベント（参加者1,000人超）の主催者等は各都道府県に事前に相談し、各都道府県は感染状況やイベントの態様等に応じ
て、個別のイベント開催のあり方を適切に判断。入退場や共有部、公共交通機関の三密回避が難しい場合、回避可能な人数に
制限。

〇 全国的な感染拡大やイベントでのクラスターが発生した場合、政府は、感染状況を分析し、業種別ガイドラインの見直しや
収容率要件・人数上限の見直し等適切な対応を行う。

〇 来年３月以降のあり方については、感染状況、イベントの実施状況等を踏まえ、改めて検討を行う。

時期 収容率

１２月１日～
当面来年２月末まで イベントの類型

大声での歓声・声援等が
ないことを前提としうるもの

・クラシック音楽コンサート、演劇等、
舞踊、伝統芸能、芸能・演芸、
公演・式典、展示会 等
・飲食を伴うが発声がないもの（注２）

大声での歓声・声援等が
想定されるもの

・ロック、ポップコンサート、
スポーツイベント、
公営競技、公演、
ライブハウス・ナイトクラブでの
イベント 等

100％以内
（席がない場合は適切な間隔）

50％（※）以内
（席がない場合は十分な間隔）

（※）ただし、異なるグループ間では座席を１席空け、同一グループ（５人以内に限る。）内では座席間隔を設けなくともよい。すなわち、収容率は50%を超える場合がある。

注１：人数上限については現行と同様とする。
注２：これまで、「イベント中の食事を伴う催物」は、大声での歓声・声援等が想定されるものと扱ってきたが、今後、必要な感染防止策が担保され、

イベント中の発声がない場合に限り、イベント中の食事を伴う場合についても、「大声での歓声・声援等がないことを前提としうるもの」と取り
扱うことを可とする。
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参考情報 社会‧経済活動の制限や⾃粛要請に関する「段階的緩和の⽬安」

出典：分科会提⾔を踏まえた催物の開催制限等の取扱いについて （内閣官房 2020/12/23） 
https://corona.go.jp/news/pdf/jimurenraku_ .pdf（ p）

（別紙）これまでのイベント開催制限の変遷（イベント開催制限の段階的緩和）

(注) 収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要）。

時期 収容率 人数上限 備考

５月２５日～
６月１８日

屋内 50％以内 100人

(入退場管理できない催物)
• 6/1以降、地域の行事
（盆踊り等）は開催可

• 全国的・広域的な祭
り・花火大会等は慎重
に判断

屋外 十分な間隔
＊できれば２ｍ 200人

６月１９日～
７月 ９日

屋内 50％以内 1000人
屋外 十分な間隔

＊できれば２ｍ 1000人

７月１０日～
９月１８日

屋内 50％以内 5000人

屋外 十分な間隔
＊できれば２ｍ 5000人

９月１９日～
当面１１月末

大声なし

100％以内（収容人数あり）
又は

密にならない程度の間隔（収容人数なし）
・クラシック音楽コンサート、演劇等、舞踊、伝統芸能、
芸能・演芸、公演・式典、展示会 等

収容人数10,000人超
⇒収容人数の50%

収容人数10,000人以下
⇒5,000人

上記整理を維持

大声あり

50％以内（収容人数あり）
又は

十分な人と人との間隔（１ｍ）（収容人数なし）
・ロック、ポップコンサート、スポーツイベント、公営競技、
公演、ライブハウス・ナイトクラブでのイベント

（注）食事を伴う催物は「大声あり」と同じ取扱い

時期 収容率 人数上限 備考
感染状況を見つつ、
来年２月末まで
維持

大声なし 現状維持
（※）食事を伴うが発声のない催物（映画館等）は大声なしと取り扱う。 現状維持

上記整理を原則維持
• 入退場管理等ができる
花火大会、野外フェス
等は開催可能と明確化大声あり 現状維持
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参考情報

出典：感染状況で都道府県を3区分に コロナ専⾨家会議が提⾔（共同通信 2020/5/14） 
   https://news.yahoo.co.jp/articles/c e da a e ad f f db d

感染状況に基づく都道府県の3区分

出典：新型コロナウイルス感染症対策専⾨家会議 （厚⽣労働省 2020/5/14）  
   https://www.mhlw.go.jp/content/ / .pdf

参考：1週間の10万⼈あたり感染者数（都道府県別）（Yahoo!ニュース） 
   https://news.yahoo.co.jp/story/

https://news.yahoo.co.jp/articles/c6e9da3a816e683ad749f70807103785f1db717d
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000630600.pdf
https://news.yahoo.co.jp/story/1717
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1. Proposal Statement

活動時の記録管理
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活動時の記録管理について

項目

体調記録

・当日朝の体温（ex:36.5など数値で記録）

・平熱を超える発熱（おおむね37度5分以上）があるか

・咳（せき）、のどの痛みなど風邪のがあるか

・だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難）があるか

・嗅覚や味覚の異常があるか

・体が重く感じる、疲れやすい等があるか

行動記録
・食事や出向いた場所

・同行者等

‧毎回の活動開始前に、個⼈毎の記録管理を⾏ってください（活動に関わる全関係者を対象）。 
‧体調記録項⽬において少しでも懸念がある場合は、積極的に「参加しない」という選択をしてください。 
‧この記録管理と積極的判断によって、更なる感染拡⼤のリスクを軽減できる可能性があります。 
‧主催⼤会参加時は、開催⽇2週間前からの健康チェック及び⼤会当⽇の参加者情報収集を実施します。
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1. Proposal Statement

競技特性に応じた種目別活動ガイドライン
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フライングディスク

No 区分 項目 内容

1 活動全般 手洗い
・活動前後には、手洗いおよびうがいを実施し、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク
・ディスクを使用する前には、水洗いを実施し、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施し、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

3 グローブ（推奨）
・可能な限り、グローブを両手に着用し、練習をおこなうこと（推奨） 
・グローブについても、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

4 練習内容 キャッチ＆スロー
・両手にグローブを着用し、実施すること（推奨） 
・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ（最低1ｍ））をとり、実施すること
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アルティメット

No 区分 項目 内容

1 練習前・試合前 手洗い
・練習前、試合前には、手洗いおよびうがいを実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク
・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること

3 グローブ
・可能な限り、グローブを両手に着用し、練習をおこなうこと（推奨） 
・グローブについても、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

4 ビブス
・ビブスは、原則として使用しないこと 
・使用する際には、着回しはしないこと

5 マスク
・マスクの共有はしないこと 
・飛沫を防げるものを準備すること

6 タオル ・タオルの共有はしないこと

7 ストップウォッチ・得点版 ・使用するストップウォッチ・得点板は、使用する前に可能な限り、アルコール消毒を実施すること

8 マーカーコーン ・使用前は、水洗いや消毒を実施すること

9 練習内容 ストレッチ ・マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

10 その他 MTGなど

・打合せの際（近くで話す必要がある場合）にはマスクを着用すること 
・試合開始前の円陣などの集合は控えること 
・アドバイスや会話は距離を保っておこなうこと 
・試合開始前の両チーム代表者同士の打合せ（フリップなど）は、水洗い、もしくは、 
　アルコール消毒を実施したディスクを使用し、お互いに距離（2m以上）を保ち、握手は控えること

練習前‧試合前
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アルティメット

No 区分 項目 内容

1 練習中・試合中 手洗い
・練習中、試合中にも、適宜手洗いおよびうがいを実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク
・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること

3 グローブ
・可能な限り、グローブを両手に着用し、練習をおこなうこと（推奨） 
・グローブについても、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

4 ビブス
・ビブスは、原則として使用しないこと 
・使用する際には、着回しはしないこと

5 マスク
・マスクの共有はしないこと 
・飛沫を防げるものを準備すること（フェイスシールドはケガの恐れがある為認めない）

6 タオル ・タオルの共有はしないこと

7 ストップウォッチ・得点板
・１試合ごと使用前・使用後に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・１試合ごと管理者を１名に決定すること（ストップウォッチ１名・得点板１名）

8 得点記入用紙 ・１試合ごと管理者を１チーム１名に決定すること

練習中‧試合中
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アルティメット
No 区分 項目 内容

9

活動中

キャッチ＆スロー
・両手にグローブを着用し、実施すること（推奨） 
・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ（最低1ｍ））をとり、実施すること

10 プル（スローオフ） ・両チーム共に、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

11 ストーリング

・原則として離れて（できるだけ２ｍ（最低１ｍ））おこなうこと 
・両手にグローブを着用し、おこなうこと 
・原則として小さな声でカウントすること 
※主催大会開催日2週間前からの健康チェック及び主催大会当日の参加者情報収集が過不足なく提出されている場合に限
り、距離制限を解除

12 ハンドサイン ・原則としてハンドサインを使用すること

13 協議（プレイの中断）
・試合中に協議（プレイの中断）が発生した際には、一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
・アドバイスや会話は、一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
・大きな声での会話は控えること

14
得点後から次のプル 
（スローオフ）まで

・得点後は、速やかに次のプル（スローオフ）の準備をすること 
・アドバイスや会話は、一定の距離（2ｍ以上）を保ち、最少人数でおこなうこと  
（ハイタッチはしないこと） 
・給水は、プレイングフィールド外に出て、自身の給水ボトルで実施すること 
・プレイングフィールド内には、交代選手および必要最低限のチームスタッフ等のみ立ち入ること

15 プレイングフィールド外待機

・チームごとに、待機するサイドを変えること（試合前に決定する・制限ライン上で待機厳守） 
・一定の距離（2ｍ以上）を保って待機すること 
・大きな声での会話、声援、指示、アドバイス等は控えること 
・むやみに移動しないこと 
・マスクを着用し、待機すること 
・各自の備品（グローブ・ウエア・給水用のボトル）は、個別のビニール袋に入れて管理をすること 
・試合中の給水については、ボトルの共有はしないこと

16 観戦

・サイドライン付近での観戦は禁止（エンドライン付近で観戦すること） 
・エンドラインから5m以上離れて観戦すること 
・観戦する際にも、他者と一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
・大きな声での会話および声援は控えること 
・観戦の際には、マスクを着用すること

練習中‧試合中

※アルティメットにおいて特に留意するべき場面であり、 
今後の社会情勢に応じて、随時変更予定。
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No 区分 項目 内容

1 練習後・試合後 手洗い
・練習後、試合後には、手洗いおよびうがいを実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク
・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること

3 マスク
・マスクの共有はしないこと 
・飛沫を防げるものを準備すること

4 タオル ・タオルの共有はしないこと

5 ストップウォッチ・得点版 ・試合後は、試合で使用したストップウォッチ・得点板を、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

6 マーカーコーン ・使用後回収する際には、水洗いや消毒を実施すること

7

活動後

試合後の整列
・試合後の挨拶は、両チーム代表者のみとし、一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
・握手は控えること

8 ストレッチ ・マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

9 スピリットスコアの確認
・マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること 
・試合を振り返る際には、チームによらず数人の小さなグループを作り、グループごとに話し合うこと 
・スピリットスコアシートを活用し、各グループが話し合った内容を元に、スピリットキャプテンが集約すること

10 スピリットサークル

・各チームのスピリットキャプテン同士で実施すること 
・実施する際には、マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、実施すること 
・各チームのスピリットキャプテンは、自チームで採点したスピリットスコアを元に話し合った内容を共有すること 
・各チームのスピリットキャプテンは自チームへ戻り、相手チームのスピリットキャプテンと話し合った内容をフィー
ドバックすること

練習後‧試合後アルティメット
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ガッツ

No 区分 項目 内容

1 練習前・試合前 手洗い
・練習前、試合前には、手洗いおよびうがいを実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク
・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること

3 グローブ
・可能な限り、両手にグローブを着用し、練習を実施すること（オフェンス時＆ディフェンス時ともに着用を推奨） 
・グローブについても、可能な限り、消毒を実施すること

4 マスク
・マスクの共有はしないこと 
・飛沫を防げるものを準備すること

5 タオル ・タオルの共有はしないこと

6 マーカーコーン ・使用後は、水洗いや消毒を実施すること

7

活動前

ストレッチ ・マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

8 ボブリング
・マスクおよび両手にグローブを着用し、実施すること 
・大きな声での会話（発声も含む）は控えること

9 キャッチ＆スロー
・両手にグローブを着用し、実施すること（推奨） 
・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ（最低1ｍ））をとり、実施すること

10 その他 MTGなど
・打合せの際（近くで話す必要がある場合）にはマスクを着用すること 
・アドバイスや会話は距離を保っておこなうこと 
・試合開始前の両チーム代表者同士の打合せ（フリップ）はお互いに距離を保ち、握手は控えること

練習前‧試合前
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ガッツ

No 区分 項目 内容

1 練習中・試合中 手洗い
・練習中、試合中にも、適宜手洗いおよびうがいを実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク
・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること

3 グローブ
・可能な限り、両手にグローブを着用し、練習を実施すること（オフェンス時＆ディフェンス時ともに着用を推奨） 
・グローブについても、可能な限り、消毒を実施すること

4 ビブス
・ビブスは、原則として使用しないこと 
・使用する際には、着回しはしないこと

5 マスク
・マスクの共有はしないこと 
・飛沫を防げるものを準備すること（フェイスシールドはケガの恐れがある為認めない）

6 タオル ・タオルの共有はしない

7 ストップウォッチ・得点版
・１試合ごと使用前・使用後に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・１試合ごと管理者を１名に決定すること（ストップウォッチ１名・得点板１名）

8 得点記入用紙 ・１試合ごと管理者を１チーム１名に決定すること

練習中‧試合中
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ガッツ

No 区分 項目 内容

9

活動中

スロー側チーム
・グローブを着用し、実施すること（推奨） 
・お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

10 レシーブ側チーム

・グローブを着用し、実施すること（推奨） 
・大きな声での会話（発声も含む）は控えること 
・原則として小さな声で発声し、ボブリングをすること 
・ディスクをキャッチした後は、速やかに、他者と一定の距離（2ｍ以上）をとること

11 待機

・各チームごとにコートサイドにわかれて待機すること 
・コートサイドで待機中は、決められた場所にて待機すること（主催者の指示に従うこと） 
・各自の備品（グローブ・ウエア・給水用のボトル）は、各自のビニール袋に入れて管理をすること 
・試合中の給水については、共有はしないこと

12 ジャッジ
・試合中のジャッジ（スコアリングゾーン・ゴールライン・ファールラインの確認）については、 
　他者と一定の距離（2ｍ以上）を保って実施すること

13 論争
・試合中に論争が起こった際には、一定の距離（2ｍ以上）を保って行うこと 
・両チームの代表者は、原則としてマスクを着用し、話し合いをすること

14 チェンジコート ・他者と一定の距離（2ｍ以上）を保って実施すること

15 セットごと ・インドアの際には、セットごとに、モップ等で床の清掃をする等、施設の指示に従って、清掃消毒を実施する

16 スコアラー
・スコアラーは、マスクを着用し、実施すること 
・スコアラーは、他者と一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
・スコアラーは、試合中使用している備品について、適宜アルコール消毒を実施すること

17 観戦
・コート横での観戦を控えること（主催者の指示に従うこと） 
・観戦する際にも、他者と一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
・観戦の際には、マスクを着用すること

練習中‧試合中

※ガッツにおいて特に留意するべき場面であり、 
今後の社会情勢に応じて、随時変更予定。
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No 区分 項目 内容

1 練習後・試合後 手洗い
・練習後、試合後には、手洗いおよびうがいを実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク ・試合後に、スコアラーが大会本部に返却すること（大会本部にてアルコール消毒を実施すること）

3 マスク
・マスクの共有はしないこと 
・飛沫を防げるものを準備すること

4 タオル ・タオルの共有はしないこと

5 ストップウォッチ・得点板 ・試合後に、スコアラーが大会本部に返却すること（大会本部にてアルコール消毒を実施すること）

6 マーカーコーン ・使用後は、水洗いや消毒を実施すること

7

試合後

試合後の整列
・試合後の挨拶は、両チームの代表者のみとし、一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
（残りのメンバーは、ゴールラインに整列し、待機すること） 
・握手は控えること

8 SOTGスコアの確認
・マスクを着用し、実施すること 
・大きな声での会話（発声も含む）は控えること

9 ストレッチ ・マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

10 手洗い ・競技終了後には、手洗いおよびうがいを実施すること

練習後‧試合後ガッツ
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オーバーオール（個⼈種⽬）

No 区分 項目 内容

1 活動全般 手洗い
・活動前、活動中、活動後には、随時手洗いおよびうがいを実施すること 
・口や目、顔などを触る行為を避けること 
（ドリンクを飲む際に飲み口に触れないこと、昼食や軽食を取る前の手洗いや消毒を徹底する）

2

備品取扱

ディスク
・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後に、水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること 
・ディスクを使用する前には、両手の水洗いを実施し、可能な限り、消毒を実施すること 
・競技用ディスクは選手各自で用意し、ディスクの貸し借りはしないこと

3 グローブ
・可能な限り、グローブを両手に着用し、練習をおこなうこと（推奨） 
・グローブについても、可能な限り、消毒を実施すること

4 ビブス
・原則として使用しないこと 
・使用する際には、着回しはしないこと

5 マスク
・マスクの共有はしないこと 
・飛沫を防げるものを準備すること（フェイスシールドはケガの恐れがある為認めない）

6 タオル ・タオルの共有は、しないこと

7 マーカーコーン ・使用後は、水洗いや消毒を実施すること

8 ストップウォッチ・得点版
・１試合ごと使用前・使用後に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・１試合ごと管理者を１名に決定すること（ストップウォッチ１名・得点板１名）

9 得点記入用紙 ・１試合ごと大人数で管理をしないこと

10
計測備品 
メジャーなど

・１試合ごとに、使用前・使用後に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・１試合ごと管理者を２名に決定すること

全体
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オーバーオール（個⼈種⽬）

No 区分 項目 内容

11

練習内容

ストレッチ ・マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

12
キャッチ＆スロー ・両手にグローブを着用し、実施すること（推奨） 

・相手もしくは、周囲との距離（できるだけ2ｍ（最低1ｍ））をとり、実施すること

13

活動中

待機中 ・待機中は、マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

14 観戦
・コート横での観戦を控えること 
・観戦する際にも、マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話は控えること

15 競技中
・ハイタッチなどは避けること 
・プレー中もできるだけマスクを着用し、手洗い・消毒を頻繁にして、直接、顔に触れないこと

16 試合後 ストレッチ ・マスクを着用し、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話（発声も含む）は控えること

17 その他 MTGなど

・大会当日のプレーヤーズMTGについては、内容を記載した用紙を配布する 
・打合せの際（近くで話す必要がある場合）にはマスクを着用すること 
・アドバイスや会話は、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、大きな声での会話は控えること 
・試合開始前の両チーム代表者同士の打合せ（フリップ）はお互いに距離を保ち、握手は控えること 
・競技もしくは試技終了後には、手洗いおよびうがいを実施すること

全体
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オーバーオール（個⼈種⽬）

No 区分 項目 内容

1

活動中

ディスクゴルフ

・ラウンド時、待機中は、可能な限りマスク着用すること 
・ラウンド中のパーティーは、4名以下にすること 
・ラウンド中は、お互いに距離（2ｍ以上）をとり、緊急時以外の大きな声での発声は控えること 
・自分の用具以外は触れないこと 
・タオルの共有は、しないこと 
・ラウンド中のスコア管理は、パーティー内で1名に決めて実施すること

2 アキュラシー

・競技者は、自身が使用するディスクを明確にし、使用後は、水洗いし、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・ゴールジャッジおよび各ステーションでのジャッジは、マスクを着用し、他者との距離（2ｍ以上）をとり、実施すること 
・ディスク回収者は、グローブを着用し、（原則としてマスクも着用する）実施すること 
・回収されたディスクは、アルコール消毒を実施すること

3 D.D.C
・ディスクについては、使用する前・適宜・使用後に、可能な限り、アルコール消毒を実施すること 
・チェンジコートの際には、他者と一定の距離（2ｍ以上）を保つこと 
・スコアラーは、マスクを着用し、他者との距離（2ｍ以上）をとり、実施すること

4 S.C.F

・待機中は、マスクを着用し、他者との距離（2ｍ以上）をとること 
・自分の用具以外は触れないこと 
・ディスク回収者は、グローブを着用し（原則としてマスクも着用する）、実施すること 
・回収されたディスクは、水洗いし、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

5 ディスカソン
・自分の用具以外は触れないこと 
・パーティーは、4名以下にすることとし、パーティーのスタート間隔は、充分にあけて、実施すること

6 ディスタンス

・待機中は、マスクを着用し、他者との距離（2ｍ以上）をとること 
・自分の用具以外は触れないこと 
・フィールドマーカーは、グローブを着用し（原則としてマスクも着用する）、実施すること 
・回収されたディスクは、水洗いし、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

7 フリースタイル ・競技者は、自身が使用するディスクを明確にし、使用後は、水洗いし、可能な限り、アルコール消毒を実施すること

練習中‧試合中
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1. Proposal Statement

スポーツイベント開催時のガイドライン
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スポーツイベント開催時のガイドライン

▶スポーツイベント再開に向けた感染拡⼤予防ガイドライン改訂版（⽇本スポーツ協会） 
 https://www.japan-sports.or.jp/Portals/ /jspo/guideline .pdf 

▶スポーツイベント開催‧実施時の感染防⽌策チェックリスト（⽇本スポーツ協会） 
 https://www.japan-sports.or.jp/Portals/ /jspo/guideline_checklist.pdf  

⽇本スポーツ協会（JSPO）が公表している 

「スポーツイベント再開に向けた感染拡⼤予防ガイドライン」 

を参照（2020/10/2時点）
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参考情報

出典：スポーツイベント開催‧実施時の感染防⽌策チェックリスト（⽇本スポーツ協会 公表 2020/10/2） 
   https://www.japan-sports.or.jp/Portals/ /jspo/guideline_checklist.pdf

スポーツイベント開催時のガイドライン

スポーツイベント開催・実施時の感染防止策チェックリスト（主催者向け①）
別添１

当日の参加受付時の対応
□受付窓口には、手指消毒剤を設置すること
□参加料等の徴収をできるだけ事前振込等で行い、当日の現金授受を極力避けること
□発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は入場しないように、貼紙等により注意を促すこと
□人と人が対面する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテンなどで遮蔽すること
□参加者が距離をおいて並べるように目印の設置等を行うこと
□受付を行うスタッフには、マスクを着用させること
□インターネットやスマートフォンを使った電子的な受付の一層の普及を図り、受付場所での書面の記入や現
金の授受等を避けるようにすること

□当日の受付のほか、イベント前日の受付を行うなど当日の混雑を極力避けること
□イベントの前に、厚生労働省から提供されている、新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）や各地
域で取り組まれている通知サービスの活用を促すこと

□参加者から以下の情報の提出を求めること
□氏名、年齢、住所、連絡先（電話番号）※個人情報の取扱いに十分注意する
□利用当日の体温
（利用前２週間における以下の事項の有無）
□平熱を超える発熱
□咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状
□だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難）
□嗅覚や味覚の異常
□体が重く感じる、疲れやすい等
□新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無
□同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合
□過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者
との濃厚接触がある場合

全般的な事項
□感染防止のため主催者が実施すべき事項や参加者が遵守すべき事項をあらかじめ整理し、チェックリスト
化したものを適切な場所（イベントの受付場所等）に掲示すること

□各事項がきちんと遵守されているか会場内を定期的に巡回・確認すること
□障がい者や高齢者など利用者の特性にも配慮すること
□万が一感染が発生した場合に備え、個人情報の取扱いに十分注意しながら、参加当日に参加者より提出を
求めた情報について、保存期間（少なくとも１月以上）を定めて保存しておくこと

□イベント後に参加者から新型コロナウイルス感染症を発症したとの報告があった場合や、地域の生活圏に
おいて感染拡大の可能性が報告された場合の対応方針について、施設の立地する自治体の衛生部局とあ
らかじめ検討しておくこと

主催者が参加者に求める感染拡大防止のための措置としては、以下のものが挙げられます。
□参加者が以下の事項に該当する場合は、参加の見合わせを求めること
□体調がよくない場合 （例:発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）
□同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合
□過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者
との濃厚接触がある場合

□マスクを持参すること（参加受付時や着替え時等のスポーツを行っていない際や会話をする際にはマスクを
着用すること）

□厚生労働省から提供されている、新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）や各地域で取り組まれて
いる通知サービスを活用すること

□こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること
□他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１m））を確保すること
（障がい者の誘導や介助を行う場合を除く）

□イベント中に大きな声で会話、応援等をしないこと
□感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと
□イベント終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やかに濃厚接
触者の有無等について報告すること

スポーツイベント参加募集時の対応 イベント主催者が準備すべき事項の対応

スポーツイベント開催・実施時の感染防止策チェックリスト（主催者向け②）
スポーツイベント参加募集時の対応スポーツイベント参加者への対応

□マスク等の準備
□参加者がマスクを準備しているか確認すること
□参加の受付、着替え、表彰式等の運動・スポーツを行っていない間については、マスクの着用を求めること
なお、運動・スポーツ中のマスクの着用は参加者等の判断によるものとする

□スポーツイベント参加前後の留意事項
□イベントの前後のミーティングにおいても、三つの密を避けること
□会話時にマスクを着用するなどの感染対策に十分に配慮すること
□イベント前後での懇親会の開催を控えること
□公共交通機関や飲食店等を利用する場合は、分散利用すること

□手洗い場所
□手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意すること
□「手洗いは30秒以上」等の掲示をすること
□マラソンイベント等では、始点、休憩所、終点にできるだけ手洗い場を確保すること
□手洗い後に手を拭くためのペーパータオル（使い捨て）を必要に応じて用意すること（参加者にマイタオルの持参を求めても
良い。布タオルや手指を乾燥させる設備については使用しないようにすること）
□手洗いが難しい場合は、 アルコール等の手指消毒剤を用意すること

□更衣室（シャワー室を含む）、休憩・待機スペース
□広さにはゆとりを持たせ、他の参加者と密になることを避けること（障がい者の介助を行う場合を除く）
□ゆとりを持たせることが難しい場合は、一度に入室する参加者の数を制限する等の措置を講じること
□室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロッカーの取手、テーブル、イス等）については、

こまめに消毒すること
□換気扇を常に回す、換気用の小窓をあける等、換気に配慮すること
□スタッフが使用する際は、入退室の前後に手洗いをすること

□洗面所
□トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレのレバー等）については、こまめに消毒すること
□トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示すること
□手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意すること
□「手洗いは30秒以上」等の掲示をすること
□手洗い後に手を拭くためのペーパータオル（使い捨て）を用意すること（参加者にマイタオルの持参を求めても良い。布タオ

ルや手指を乾燥させる設備については使用しないようにすること）
□利用者が密な状態になるおそれがある場合は、入場制限を行うこと

□飲食物の提供時
□参加者が飲食物を手にする前に、手洗い、手指消毒を行うよう声を掛けること
□スポーツドリンク等の飲料については、ペットボトル・ビン・缶や使い捨ての紙コップで提供すること（ただし、ドーピング
検査の対象となる者が参加するイベントでは、未開封の飲料を提供しなければならない）

□果物等の食品については、参加者が同じトング等で大皿から取り分ける方式を避け、一人分を小皿に取り分けたものを参加者
に提供するなど、工夫を行うこと

□飲食物を取り扱うスタッフにはマスクを着用させること
□利用者が密な状態になるおそれがある場合は、入場制限を行うこと

□観客の管理
□有観客開催する場合は、観客同士が密な状態とならないよう、必要に応じ、事前に観客席の数を減らすなどの対応をとること
□大声での声援を送らないことや会話を控えること
□会話をする場合にはマスクを着用すること等の留意事項を周知すること
□選手等と観客がイベント前後・休憩時間等に接触しないよう確実な措置を講じること
□入退場時の密集回避（時間差入場等）を行うこと

□スポーツイベント会場
□スポーツイベントを室内で実施する場合には、換気の悪い密閉空間とならないよう、十分な換気を行うこと
□換気設備を適切に運転すること
□定期的に窓を開け外気を取り入れる等の換気を行うこと

□ゴミの廃棄
□鼻水、唾液などが付いたごみは、ビニール袋に入れて密閉して縛り、ゴミを回収する人は、マスクや手袋を着用すること
□マスクや手袋を外した後は、石鹸と流水で手を洗うか、手指消毒薬を使用するかのいずれかを行うこと

本チェックリストはあくまでサンプルであり、各スポーツイベントの特性等を勘案して、各競技別のガイド
ラインなども参照しながら、上記以外に感染拡大防止のための必要な取組を適宜盛り込んでいただきますよ
うお願いします。
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参考情報

出典：スポーツイベント開催‧実施時の感染防⽌策チェックリスト（⽇本スポーツ協会 公表 2020/10/2） 
   https://www.japan-sports.or.jp/Portals/ /jspo/guideline_checklist.pdf

スポーツイベント開催時のガイドライン

スポーツイベント開催・実施時の感染防止策チェックリスト（参加者向け）

別添２

参加者が運動・スポーツを行う際の留意点
□十分な距離の確保
□運動・スポーツの種類に関わらず、運動・スポーツをしていない間も含め、感染予防の観点から、周囲の人
となるべく距離（※）を空けること（介助者や誘導者の必要な場合を除く）

□強度が高い運動・スポーツの場合は、呼気が激しくなるため、より一層距離を空けること
□水泳時などでマスクをしていない場合には、十分な距離を空けるよう特に留意をする必要があること
（※）感染予防の観点からは、少なくとも２ｍの距離を空けることが適当である。

□位置取り:走る・歩くイベントにおいては、前の人の呼気の影響を避けるため、可能であれば前後
一直線に並ぶのではなく、並走する、あるいは斜め後方に位置取ること

□運動・スポーツ中に、唾や痰を吐くことは極力行わないこと（※）
（※）やむを得ない場合は、周囲を確認し飛沫の飛散に注意すること

□タオルの共用はしないこと

□飲食については、指定場所以外で行わず、周囲の人となるべく距離を空けて対面を避け、会話は控
えめにすること

□同じトング等での大皿での取り分けや回し飲みはしないこと

□飲みきれなかったスポーツドリンク等を指定場所以外（例えば走路上）に捨てないこと

□以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること
□体調がよくない場合 （例:発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）
□同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合
□過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住
者との濃厚接触がある場合

□マスクを持参すること（参加受付時や着替え時等のスポーツを行っていない際や会話をする際には
マスクを着用すること）

□厚生労働省から提供されている、新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）や各地域で取り組
まれている通知サービスを活用すること

□こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること
□他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１m））を確保すること
（障がい者の誘導や介助を行う場合を除く）

□イベント中に大きな声で会話、応援等をしないこと
□感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと
□イベント終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やか
に濃厚接触者の有無等について報告すること

□イベントの前後のミーティングにおいても、三つの密を避けること
□イベント前後での懇親会の開催を控えること

参加者が遵守すべき事項

本チェックリストはあくまでサンプルであり、各スポーツイベントの特性等を勘案して、各競
技別のガイドラインなども参照しながら、上記以外に感染拡大防止のための必要な取組を適宜
盛り込んでいただきますようお願いします。
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1. Proposal Statement

その他の参考情報
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その他の参考情報

▶新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処⽅針（内閣官房） 
 https://corona.go.jp/news/news_ _ .html  
 
▶新しい⽣活様式の実践事例（厚⽣労働省） 
 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ _newlifestyle.html 
 
▶新型コロナウイルス感染症の流⾏を踏まえた 市⺠による救急蘇⽣法について（指針） （厚⽣労働省） 
 https://www.mhlw.go.jp/content/ / .pdf 
 
▶新型コロナウイルス感染対策 スポーツ‧運動の留意点と、運動事例について（スポーツ庁） 
 https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop /jsa_ .html 
 
▶スポーツ活動再開時の新型コロナウイルス感染症対策と熱中症予防について（⽇本スポーツ協会） 
 https://www.japan-sports.or.jp/news/tabid .html?itemid=

https://corona.go.jp/news/news_20200411_53.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000632828.pdf
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop05/jsa_00010.html
https://www.japan-sports.or.jp/news/tabid92.html?itemid=4164
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その他の参考情報

▶⽇本野球機構‧⽇本プロサッカーリーグにおける新型コロナウイルス感染症対策（Jリーグ / NPB） 
 https://www.jleague.jp/news/article/ / 
 
▶ラグビー競技の再開にむけて（⽇本ラグビーフットボール協会） 
 https://www.rugby-japan.jp/news/ / / /  

 
▶バレーボール競技に関わる⼤会等再開時のガイドライン（⽇本バレーボール協会） 
 https://www.jva.or.jp/index.php/topics/ -  
 
▶⽇本レスリング協会 COVID-  対策 トレーニングガイドライン（⽇本レスリング協会） 
 https://www.jva.or.jp/index.php/topics/ -  
 
▶新型コロナウィルス流⾏下における安全な状況での柔道の練習再開についての推奨ガイドライン（⽇本柔道連盟） 
 https://www.jva.or.jp/index.php/topics/ -  
 
▶サッカー活動の再開に向けたガイドライン（⽇本サッカー協会） 
 http://www.jfa.jp/about_jfa/guideline.html 

https://www.jleague.jp/news/article/16825/
https://www.rugby-japan.jp/news/2020/05/31/50483
https://www.jva.or.jp/index.php/topics/20200529-2
https://www.jva.or.jp/index.php/topics/20200529-2
https://www.jva.or.jp/index.php/topics/20200529-2
http://www.jfa.jp/about_jfa/guideline.html

